
 

長崎市優秀工事表彰要綱 

平成９年４月１日 

決裁 

 

 （目的） 

第１条 この要綱は、本市が発注した建設工事の受注者のうち、優秀な工

事を施工した者並びに当該工事における現場代理人、主任技術者及び監

理技術者を表彰することにより、本市の建設技術の向上と発展に資する

ことを目的とする。 

 （定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に

定めるところによる。 

 ⑴ 主たる営業所 建設業法（昭和２４年法律第１００号）第５条の規

定により提出する建設業の許可申請書にその所在地を記載する主た

る営業所をいう。 

 ⑵ 施工者 表彰の対象となる工事を施工した者（当該工事の契約日か

ら表彰日までの間、引き続き代表者たる構成員が主たる営業所を長崎

市内に有する特定建設工事共同企業体の構成員を含む。）で、当該工

事の契約締結日から表彰日までの間、引き続き主たる営業所を長崎市

内に有するものをいう。 

 ⑶ 公衆損害事故 安全管理の措置が不適切であったため、公衆に死亡

者若しくは負傷者を生じさせ、又は損害を与えたと認められる事故を

いう。 

 ⑷ 工事関係者事故 安全管理の措置が不適切であったため、工事関係

者に死亡者又は負傷者を生じさせたと認められる事故をいう。 

 ⑸ 対象工事 本市が発注し、施工者が施工した建設工事のうち、表彰

年度の前年度に完成した長崎市工事等成績評定要領（平成１２年４月

１日施行）第２条第１項の工事（法令違反、公衆損害事故又は工事関

係者事故を起こした工事、長崎市競争入札参加資格者指名停止措置要

領（平成７年１１月７日施行。以下「指名停止措置要領」という。）

の規定による指名停止措置の原因となった工事及び評定点（長崎市工

事等成績評定要領（平成１２年４月１日施行）による評定点をいう。

以下同じ。）が７０点未満の工事を除く。）をいう。 



 ⑹ 技術者等 対象工事における現場代理人、主任技術者及び監理技術

者（それぞれ施工者に雇用されている者に限る。）をいう。 

 （表彰の対象） 

第３条 表彰の対象は、評定点が８５点以上の対象工事のうち、次の各号のいずれかに

該当する工事の施工者及び技術者等とする。 

⑴ 評定点が対象工事全体の上位２パーセントの範囲（小数点以下の端数が生じると

きは、当該端数は切り上げるものとする。以下同じ。）の工事 

⑵ 各工事の種別ごとに評定点が上位２パーセントの範囲の工事 

⑶ 特筆すべき事項により表彰に値する工事として、事業担当部長から優秀工事表彰

推薦書（第１号様式）の提出があった工事 

２ 前項第１号及び第２号の範囲において、評定点が最も低い工事の点数

が同点の場合は、長崎市工事等成績評定要領第６条の規定により通知す

る工事成績評定通知書に記載の細別評価の合計点で順位の決定を行い、

当該細別評価の合計点が同点の場合は、同点となった全ての工事を表彰

の対象とする。 

３ 前２項の規定にかかわらず、次に掲げる施工者及び技術者等は、表彰

の対象としない。 

 ⑴ 表彰年度の前年度の４月１日以降に完成し、表彰日の前日までに完

成検査を受けた評定点が７０点未満の工事を施工した施工者又は当

該工事の技術者等 

 ⑵ 表彰年度の前年度の４月１日から表彰日までの間に次のア又はイ

に該当する施工者又は技術者等 

ア  指名停止措置要領又は長崎市各種契約等における暴力団等の排

除措置に関する要綱（平成２４年長崎市告示第８５号）の規定によ

る指名停止措置を受けた施工者及び当該施工者が施工した工事の

技術者等 

イ 法令に違反し、又は公衆損害事故若しくは工事関係者事故を起こ

した工事を施工する等、被表彰者としてふさわしくない行為があっ

た施工者又は技術者等（当該施工者が施工した工事の技術者等を含

む。） 

 ⑶ 特定建設工事共同企業体の構成員である施工者（当該共同企業体が

施工する工事の契約日から表彰日までのいずれかの間、主たる営業所

を長崎市外に有する構成員を含む。）のいずれかが前２号に該当する

こととなった場合における当該工事の施工者及び技術者等 



 ⑷ 表彰日に表彰に係る工事の施工者に雇用されていない技術者等 

 ⑸ その他市長が適当でないと認める施工者又は技術者等 

 （表彰の方法） 

第４条 表彰は、毎年度１回市長が行うものとする。 

２ 表彰は、表彰状及び記念品を授与して行う。 

 （表彰の取消し） 

第５条 市長は、表彰を受けた者について、表彰後に被表彰者としてふさ

わしくない事実が判明したときは、表彰を取り消すことができる。 

 （委任） 

第６条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は、平成９年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この要綱の制定に基づき表彰を受ける建設業者の期間の計算は、平成

８年４月１日から起算するものとする。 

 附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は、平成１０年９月１６日から施行する。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は、平成１２年４月１日から施行する。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は、平成１２年９月４日から施行する。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は、平成１５年４月１日から施行する。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は、平成１６年４月１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成１９年４月１日から施行する。 

附 則 



 この要綱は、平成２０年４月１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成２１年４月１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成２２年４月１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成２３年８月１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成２５年３月１４日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成２５年７月３日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成２６年４月２５日から施行する。 

附 則（平成２７年４月２３日長崎市告示第２８８号） 

 この要綱は、告示の日から施行する。 

附 則（平成２７年６月３０日長崎市告示第４４９号） 

 この要綱は、告示の日から施行する。 

附 則（平成２７年１０月９日長崎市告示第６３９号）抄 

 （施行期日） 

１ この要領は、告示の日から施行する。 

   附 則（平成３０年６月２０日長崎市告示第３７０号） 

 この要綱は、告示の日から施行し、平成３０年度に行う表彰から適用す

る。 

附 則（令和２年６月２６日長崎市告示第３９９号） 

 この要綱は、告示の日から施行し、令和２年度に行う表彰から適用する。 

附 則（令和７年５月１９日長崎市告示第４４２号） 

 （施行期日） 

１ この要綱は、告示の日から施行する。 

 （経過措置） 

２  第１条の規定による改正後の長崎市建設工事等競争入札参加者の資

格審査及び選定要綱及び第２条の規定による改正後の長崎市建設工事

等検査要綱の規定は、この要綱の施行の日以後に実施する検査から適用

する。 

３ 第３条の規定による改正後の長崎市優秀工事表彰要綱の規定は、この



要綱の施行の日以後に検査を実施したものから適用し、同日前に実施し

た検査については、なお従前の例による。 



第１号様式（第３条関係） 

優秀工事表彰推薦書 

工 事 番 号                 工 種  

工 事 名 称          

工 事 場 所          

受注者名 

商 号
（ふりがな）

  

代表者氏名
（ ふ り が な ）

  

所在地  

現 場 

代理人 

氏 名
（ふりがな）

  生年月日     年  月  日 

現住所  

主 任 

（監 理） 

技術者 

氏 名
（ふりがな）

  生年月日     年  月  日 

現住所  

契 約 年 月 日           年  月  日 

検 査 年 月 日           年  月  日 

工 期           年  月  日  ～      年  月  日 

請 負 金 額                       円 成績評定点 点 

下 請負の状況  有 ・ 無 下請負総額 円 

工 事 の 概 要          

推 薦 理 由          

 

長崎市長 様 

 上記のとおり推薦する。 
         年  月  日 

    部  名 
                      部長氏名                 印 

推薦書提出所属 

所属長氏名  

担  当 内線（    ）  

※添付資料として、推薦工事がわかる竣工写真、工事概要（位置・平面・断面等）を提出してください。 


